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＜令和６年＞２月行事予定 
５日(月) 防災推進の街づくり仲間の会 

井戸端会議 9:30 室内プール前井戸 

10 日(土)ふるさとをつくる会合同幹部会議 

        14:00 恋ヶ窪公民館 

14 日(水)森の自然塾運営会議 

9:30 恋ヶ窪公民館 

17 日(土) 日吉町町内会定例会 

13:30 日吉フードセンター 

18 日(日) 森の自然塾 

9:20 エックス山中央集合 

18 日(日) 国分寺市環境シンポジウム 

13:30 リオンホール 

25 日(日) 防災推進の街づくり仲間の会  

        14:00 恋ヶ窪公民館 

25 日(日) 姿見の池ホタルの会 

          作業： 9:30 姿見の池 

会議：13:30 恋ヶ窪公民館 

29 日(木) 会報配布準備(含む印刷) 

13:30 恋ヶ窪公民館 

29 日(木) 多摩に歩く会会議(会報配布 

準備終了後) 14:15 恋ヶ窪公民館 

 

 

1 月 森の自然塾                    自然塾スタッフ 平木絹枝 

今回のテーマは「木や草の冬ごし」と「枯れ葉でいきものをつくる」です。 

 
まず、子どもたちが得意なクラフトで枯れ葉や木の実を使った作品作りから始まりました。素晴らしい作品が

できたのはいうまでもありません。スタッフはいつも感動させられます。木や草は身近なものですが意外と冬を

どう過ごして、春に葉や花を咲かすのか気づいていません。人は寒いときにどうするか？と置き換えて木や草の

冬の過ごし方を考えてみました。寒さに弱い木は葉を落とし冬芽を作ります。硬い甲羅におおわれたような桜の

冬芽やふかふかの毛に包まれたこぶしの冬芽。厚めの皮 

のアオキの冬芽など。形態は違いますが、春に向けての 

準備が詰まっていました。草は地面にへばりついて、で  

きるだけ風を避け太陽の日差しを浴びます。実際に冬芽 

と鉢植えのロゼットのサンプルで観察しました。ロゼッ 

ト状のタンポポは良くみかけますが、葉の下の土の中で 

根ねっこが太く深く伸びているのを見てとても驚いてい 

ました。観察、発見する楽しみの時間となりました。 

 

樹林地の「ナラ枯れ」終息に向かっています‼ 

 人間社会で、令和２年３月～５月頃から流行した「新型コロ

ナウイルス感染症」は、令和５年５月、５類に位置づけられ、

それ以降終息に向かっています。 

 一方樹林地では、令和元年から始まった、「カシノナガキク

イムシ」による「コナラ・クヌギの枯れ」被害が、拡大しまし

た。しかし発生から５年目、ナラ枯れにつきましても、コロナ

渦と時を同じくして、専門家により、終息の方向が確認されて

います。 

ナラ枯れのメカニズム 

・カシノナガキクイムシ(5 ㎜位)が、ナラ菌を老齢の樹木に

持ち込み、ナラ菌が樹木の通水機能を止めるため枯死が発

生します。 

・樹木内で育ったカシノナガキクイムシが５～６月頃樹木か

ら飛び出し他の樹木に穿
せん

入、その樹木の半分程度が枯れま

す。(右下参照) 

ナラ枯れ終息の見通し (東京都環境公社樹木医見解) 

(1) 姿見の池は令和元年に都内で最も早くに被害が発生し、 

同時期に被害が発生した八王子長房では、令和５年被害

木なし、ほかの被害が発生した箇所でもほぼ終息してい

ます。このため姿見の池もナラ枯れは、ほぼ終息し、来

年度は被害木が発生しないか、発生しても少数と考えら

れます。 

(2)多摩部についても、今年度新規の被害木は明らかに減っ

ており被害もあと１，２年で終息すると思われます。 

ナラ枯れ対策 

(1) 実生から育てた苗木を移植し、樹林地の復活を目指し、保

全活動を行います。 

(2) フィルム巻により衰弱した樹木のフィルムを除去し、 

樹林地復活を図ります。 

(姿見の池緑の会 白木昭憲) 

4201 回 

達成‼ 

樹木内部 

 

 

 

 

 

 

    
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

      

   

 

 

国分寺市にふるさとをつくる会 

２６３号   令和６年２月１日発行 

特定非営利活動法人 
国分寺市にふるさとをつくる会 

  理事長 岡本 浜夫 
〒185-0032 東京都国分寺市日吉町 3-7-8 
℡：090-6937-8070  fax：042-325-7616 
E-mail:hatamatu@mint.ocn.ne.jp 

カシノナガキクイムシ 

クラフト材料 クラフト作り 



是非ご参加ください‼ 

―国分寺市環境シンポジウムー 

″気候変動の危機を 

どう受け止めるか〝 

私たちの身近に迫りつつある気候変動による危機

を防ぐため、一人ひとりが地球温暖化について理

解し、それを防止するための社会の変化を後押し

することが重要になります。地球温暖化の現状や

今後の影響等を知り、私たちにできることを一緒

に考えてみませんか。 

日時：令和６年２月 18 日(日)13:30～16:00 

                         (開場は 13:00) 

場所：リオンホール(cocobunjiWEST ５階) 

講演：気候の危機をどう受け止めるか 

  東京大学教授：江守 正多氏 

ディスカッション：江守 正多教授 

         奥  真美教授(都立大学) 

         内藤 達也国分寺市副市長 

申込：氏名・連絡先・参加人数・を 

まちづくり部まちづくり計画課(042-314-9005)へ 

なお、オンライン配信もおこなわれます。 

（国分寺市環境ひろば会員 白木昭憲） 

                  
 

 2023 年 12 月７日（木・快晴）。午前 9 時高尾山山頂に立つ。小生 4,200 回目の登山となり、 

早朝登山を実施している多くの仲間に卒業の挨拶をしました。2007 年 9 月に退職し、10 月１日から本格的に高尾

山登山に挑戦して、16 年と 2 か月間継続しました。多い年は、年間 307 回元気に登山出来たことに感謝して、帰途、

薬王院（奥の院、本社、本殿など）に心からお参りいたしました。高尾山薬王院では「高尾山健康登山」を奨励し

ており、手帳 1 冊（21 頁）を発行し，1 回 100 円でスタンプを押して、100 冊（2,100 回）を達成すれば万巻とな

ります。おそれながら小生は 2 回（フリー登山でスタンプなし）達成になり、自己満足で卒業しました。しかし、

12 月 16 日町内会の定例会で報告した折、大先輩から 4200 回は（シニ 00）で縁起が悪いと言われました。翌 17

日に高尾山へ、合計 4201 回となりました。これで目出度く卒業です。 

 

 

   

 

当会、参加人数は 10 人から 6 人となりました。 

この事態を深刻に受け止め、今回初めて国分寺市にふ 

るさとをつくる会会員皆様方のお力を貸してくださ

い‼とお願いしました。残念ながら問合せは現在まで

はありませんが、日吉町町内会防犯パトロールの活動

を知って頂いた事が重要だと思いました。しかし参加

人数を増やす事は、なかなか困難と思いますので、参

加人数に応じた令和６年度事業計画書を作成しまし

た。まず参加人数を今までは希望を入れて年間 1,000

名としましたが 800 名とし巡回 5 コースを維持し、防

犯パトロールの目的を変えず、小金井警察署発行の防

犯啓発チラシ年 6 回から 4 回の配布とし、かつわらび

の道の安全管理作業を市のクリーン運動の 1 回とす

るなど今迄の活動をやりながら計画をスリムにする

両面作戦を考えて行きたいです。それともう１つの課

題は継続する事です。そのためには世代交代が必要で

す。両方をやりながら信頼される防犯パトロールを継

続いたします。 

 
 

 東京消防庁管内において過去 5 年間でストーブを出火原因とする火災が 481 件発生しており、その内電気

ストーブによる火災が 75％となっております。また、死傷者数もタバコによる火災についで 2 番目に高い数

値となっており、特に 11 月から春先の 4 月頃に集中しております。最も多い原因としては布団類や衣類・カ

ーテンなどの可燃物にストーブが接触することによる火災です。次に多いのはスプレー缶などの爆発です。可

燃物とストーブの接触により、近くのスプレー缶が高温となって破裂し、漏れたガスへ引火し爆発する事によ

って火災が発生しております。ストーブ火災を防ぐには、外出時や就寝時には必ず消す。周囲に布団やカーテ

ン、洗濯物などの燃えやすいものを置かない。スプレー缶は近づけないなどが大切です。また、ストーブ火災

に備えた対策としては、消火器の設置。住宅用火 
災警報器の設置。カーテンやじゅうたんなどの布 

製品を防災品にするなどがあります。                

 

 

高尾山登山卒業しました 

ホームページ 

国分寺市に 

ふるさとをつくる会 

QR コード 

 

        

 

 

 

                            

 

 

 

              

   

 

            

       

会長 鹿島義之 

日吉町町内会 

  防犯パトロールについて 

寒い季節のストーブ火災に注意しよう‼    防災推進街づくり仲間の会 代表 荒川隆二  

日吉町町内会 西浦茂光 


